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今
か
ら
24
年
先
の
２
０
４
０
年
に

は
、
若
年
女
性
（
20
歳
か
ら
39
歳
）

の
人
口
が
50
％
以
上
減
少
し
全
国
で

８
９
６
の
自
治
体
が
消
滅
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

日
本
の
誰
一
人
と
し
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
少
子
・
高
齢
社
会
の
中
、
と

り
わ
け
中
山
間
地
に
お
い
て
は
少
子
・

高
齢
化
は
著
し
く
、
我
が
小
塩
地
区
に

お
い
て
も
15
歳
以
下
の
人
口
は
40
人
、

約
６
％
に
過
ぎ
ず
、
一
方
で
65
歳
以
上

は
２
９
０
人
全
体
の
約
45
％
を
占
め

て
い
ま
す
。 

小
塩
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
姫
治
地

区
は
、
高
齢
率
が
50
％
を
超
え
る
行
政

区
が
５
つ
も
あ
り
、
集
落
に
よ
っ
て
は

約
７
割
に
達
す
る
集
落
さ
え
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
限
界
集
落
で
、
集
落
の
維

持
・
存
続
も
で
き
ず
、
従
っ
て
、
人
が

生
き
て
い
く
た
め
の
水
や
空
気
、
そ
し

て
食
料
を
供
給
す
る
森
林
や
農
地
の
保

全
が
危
う
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
10
年
ひ
と
昔
」
と
い
い
ま
す
が
、

10
年
位
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
戦
後
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
の
世
代
が
や
が
て
後
期
高

齢
者
と
な
れ
ば
、
生
産
人
口
は
大
幅
に

減
り
、
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と 

       な
り
ま
す
。 

時
の
大
人
た
ち
は
、
10
年
、
15
年

先
を
見
据
え
今
何
を
な
す
べ
き
か
？
次

世
代
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。 

「
身
体
は
私
な
り 

心
は
公
な
り
」

と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
現
実
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、
住
民
が
協
働
し
な
が
ら
、

自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
守
る
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

           
小
塩
地
区
で
は
、
都
市
と
の
交
流
と

し
て
の
「
大
学
と
の
交
流
」「
ホ
タ
ル
の

里
広
場
の
キ
ャ
ン
プ
場
化
」
ま
た
、「
農

政
等
懇
談
会
」
「
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会
議
」

を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
道
の
駅

へ
の
農
産
物
の
出
荷
」
や
「
ふ
る
さ
と

体
験
」
な
ど
を
模
索
、
さ
ら
に
は
既
存

の
「
ほ
た
る
の
里
営
農
組
合
」
と
綿
密

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
地
の
保
全
、

地
域
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
中
長

期
を
展
望
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

そ
こ
に
人
が
居
な
け
れ
ば
、
集
落
も

農
地
も
森
林
も
守
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の

九
割
は
地
方
で
す
。
地
方
な
く
し
て
日

本
の
再
生
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
自
然
溢
れ
る
我
が
郷
土
に
誇
り
を

持
ち
“
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
ん
で
み

た
い
”
誇
れ
る
「
ふ
る
さ
と
小
塩
」
を

子
々
孫
々
ま
で
残
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

               

「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

 

小
塩
地
区
自
治
協
議
会
の

紹
介 

～
全
11
の
自
治
協
議
会
が
地
区
を
紹
介
～ 

 

（№４） 

▲佐藤会長（左から２人目）と事務

局のみなさん 

 ※撮影場所：キャンプができる「ホ

タルの里広場」（キャンプ利用は小

塩地区自治協議会へ事前申込） 

９
月
20
日
（
火
）
開
催 

高
齢
者
料
理
教
室 

  

市
の
食
育
事
業
の
取
組
と
し
て
、
う
き

は
市
食
生
活
改
善
推
進
会
の
指
導
の
下

「
高
齢
者
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

気
に
な
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、「
お
魚
を
使
っ

た
料
理
」
で
す
。
う
き
は
産
の
食
材
を
使

い
高
齢
者
の
方
も
、
料
理
初
心
者
の
方
も

作
れ
る
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
！
申

込
み
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!! 

 

■
日
時 

９
月
20
日
（
火
） 

10
時
～
正
午
頃
ま
で 

（
受
付
９
時
30
分
～
） 

■
場
所 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
だ

ん
だ
ん
」
１
階
調
理
実
習
室 

■
定
員 

20
名
（
※
定
員
に
達
し
次
第
、

締
切
り
ま
す
。
） 

■
参
加
費 

３
０
０
円 

■
申
込
み 

９
月
13
日
（
火
）
ま
で 

■
講
師 

う
き
は
市
食
生
活
改
善
推
進
会 

 

●
問
合
せ 

保
健
課
食
育
・
健
康
対
策
係 

 
 

 
 

 
 

 
 

℡
７
５
～
４
９
６
０ 
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私
た
ち
の
山
春
地
区
は
、
う
き
は
市

の
東
部
に
位
置
し
、
大
分
県
日
田
市
に

隣
接
す
る
地
区
で
、
国
道
２
１
０
号
線

や
県
道
保
木
吉
井
線
沿
い
を
中
心
に

17
の
行
政
区
か
ら
な
り
、
世
帯
数
９
０

０
戸
、
人
口
２
，
８
０
０
人
を
数
え
る

フ
ル
ー
ツ
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。 

ま
た
、
北
部
に
は
筑
後
川
が
流
れ
て

い
て
、
約
３
５
０
年
前
の
大
庄
屋
「
田

代
重
栄

し
げ
よ
し

」
親
子
が
私
財
を
投
じ
て
完
成

さ
せ
た
、
約
２
㎞
の
史
跡
的
建
造
物
「
袋

野
隧ず

い

道ど
う

」
が
あ
り
、
３
年
に
一
度
の
「
袋

野
隧
道
探
検
」
が
実
行
委
員
の
方
々
の

お
世
話
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
２
１
０
号
線
沿
い
の
道

の
駅
「
う
き
は
」
に
隣
接
す
る
西
見
台

に
は
、
国
内
で
は
珍
し
い
、
農
民
劇
団

の
ギ
リ
シ
ャ
式
野
外
円
形
劇
場
跡
等
が

あ
り
、
山
春
地
区
に
は
歴
史
・
文
化
・

産
業
遺
産
等
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。 

先
人
の
残
し
た
こ
の
「
宝
」
を
地
域

の
活
性
化
に
活
か
せ
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

       

 

           『
誰
も
が
生
き
生
き
と
安
心
し
て

住
め
る
元
気
な
ま
ち
山
春
』 

 

こ
れ
は
昨
年
、
山
春
地
域
計
画
策
定

委
員
会
を
組
織
し
山
春
地
域
の
目
標
と

し
て
策
定
し
た
山
春
の
将
来
像
で
す
。

こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
山
春
の
宝
を

活
か
し
な
が
ら
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

住
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

             
「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

 

山
春
地
区
自
治
協
議
会
の

紹
介 

～
全
11
の
自
治
協
議
会
が
地
区
を
紹
介
～ 

 

（№５） 

▲田尻会長（中央）と事務局のみなさん 

▲人力で掘削されたトンネル（水路）

を歩く「袋野隧道探検」 

「終活」を考えるきっかけに！ 

「整理収納講座」 
 

 

 

 

■講師 山田 玲子さん（整理収納アドバイザー） 

■日時 10 月 18 日（火） 10 時～12 時  ■会場 男女共同参画センター・だんだん 

■定員 15 名  ■受講料 200 円  ■託児 あり（要予約） 

■申込み 男女共同参画センター・だんだん、生涯学習センター窓口 

●問合せ 男女共同参画センター・だんだん ℡77-2661 

終活とは、人生の終わり方を自分でコントロールするために事前に行う

準備のことで、整理収納もその一環です。地元ラジオ局でも活躍中の整理

収納アドバイザーである、山田玲子さんを講師としてお招きして、整理収

納の基本を教えていただきます。 
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私
た
ち
の
大
石
地
区
は
、
戸
数 

９
４

２
戸
、
人
口 

２
，
７
２
３
名
（
７
月
31

日
現
在
）
で
あ
り
18
の
行
政
区
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
大
石
は
五
人
の
庄
屋
の
功
績
で

知
ら
れ
る
大
石
堰
や
、
景け

い

行こ
う

天
皇
ゆ
か

り
の
弓ゆ

立だ
ち

神
社
な
ど
歴
史
と
文
化
に
あ

ふ
れ
る
地
域
で
す
。
自
治
協
議
会
の
活

動
は
、
と
び
う
め
国
体
を
記
念
し
て
の

駅
伝
競
走
（
昨
年
度
は
市
内
・
外
か
ら

35
チ
ー
ム
が
参
加
）
や
、
今
年
で
第
61

回
を
数
え
る
凧
あ
げ
大
会
な
ど
、
旧
公

民
館
か
ら
の
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
、
地
区
内
の
史
跡
を
巡
る

歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、
女
性
部

に
よ
る
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

（
衣
料
品
や
小
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
）
、
料

理
教
室
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
石
（
健

康
福
祉
部
会
）
で
も
大
石
地
区
地
域
福

祉
講
座
を
新
た
に
開
設
し
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

       

              

大
石
地
区
自
治
協
議
会
は
、
本
年
度
か

ら
新
た
に
２
つ
の
部
会
を
立
ち
上
げ
５
つ

の
部
会
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
５
年
後
、

10
年
後
の
大
石
を
見
据
え
な
が
ら
、
昨
年

度
に
作
成
し
た
地
域
計
画
の
目
標
で
あ
る

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

世
代
を
超
え
た
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
石
」

の
実
現
に
向
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
身
近
な
事
柄
か
ら
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

         

 

    

              

「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

 

大
石
地
区
自
治
協
議
会
の

紹
介 

～
全
11
の
自
治
協
議
会
が
地
区
を
紹
介
～ 

 

（№６） 

▲舎川会長（中央）と事務局のみなさん 

▲コミュニティセンターで開催された

ファイバーリサイクル市 

来年度小学 1年生の 

健診を行います 

 来春 4 月に小学校に入学する新 1 年生(平成

22年 4月 2日～平成 23年 4月 1日生まれ)を対

象に、校医による就学時健診を行います。対象

世帯には案内通知を発送していますので、忘れ

ずに受診してください。転居する予定がある方

は来年度入学する学校の健診日に受診してく

ださい。 

●問合せ 学校教育課 ℡75-4950 

入学校 健診日 会場 時間

福富小

江南小

千年小

吉井小

大石小

山春小

小塩小

姫治小

妹川小

御幸小

うきは市立
図書館3階

市役所
西別館

受付
13：30～
　14：00

10月26日(水)

10月25日(火)

10月19日(水)

10月18日(火)

UC000536
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私
た
ち
の
御
幸
地
区
自
治
協
議
会
は
、

御
幸
地
区
28
の
行
政
区
を
対
象
に
世

帯
数
２
，
５
１
２
世
帯
、
人
口
７
，
３

４
４
人
（
市
人
口
の
約
４
分
の
１
）
を

擁
し
、
高
齢
化
率
３
０
．
３
％
で
す
。 

 
 

 
 

御
幸
小
学
校
の
校
歌
に
「
集つ

ど

う
若
人

わ
こ
う
ど

一
千
人

い
っ
せ
ん
に
ん

」
と
い
う
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

事
実
、
団
塊
の
世
代
の
方
た
ち
が
在
籍

し
て
い
た
昭
和
30
年
代
に
は
、
児
童
数

が
１
，
０
０
０
名
を
超
え
、
最
高
で
１
，

１
２
０
名
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
４

０
２
名(

平
成
28
年
４
月
現
在)

と
、
最

高
時
の
３
分
の
１
強
な
の
で
他
の
自
治

協
議
会
と
同
様
に
少
子
・
高
齢
化
の
典

型
的
な
地
域
で
す
。 

 

自
治
協
議
会
発
足
か
ら
３
年
目
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
事
業
を
継

承
・
発
展
し
な
が
ら
、
新
た
に
「
わ
ん

ぱ
く
寺
子
屋
」
を
夏
休
み
、
冬
休
み
に

開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
寺
子
屋
は
児
童

が
自
主
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
「
宿

題
を
終
わ
ら
せ
よ
う
！
」
と
い
う
こ
と

で
、
学
校
教
諭
Ｏ
Ｂ
の
方
た
ち
に
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
夏
に
５
日
間
、
冬
に
３
日
間
程
度
開

催
。
小
学
１
年
～
６
年
生
の
約
50
名
が

参
加
し
た
好
評
の
事
業
で
す
。「
教
育
は

学
校
、
家
庭
、
地
域
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん

や
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、「
地
域
」
の

部
分
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

高
齢
者
対
策
は
国
、
県
、
市
町
村
、

そ
し
て
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
最
大
の

課
題
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者

が
元
気
で
な
け
れ
ば
、
御
幸
地
区
は
元

気
に
な
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
地

区
の
み
な
さ
ん
が
健
康
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
市
、
社
協
と
連
携
し

な
が
ら
会
長
で
あ
る
私
自
身
も
含
め
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 
 

今
年
度
か
ら
新
た
な
取
組
の
１
つ
に
、

交
流
や
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

が
期
待
さ
れ
る
「
通
い
の
場
づ
く
り
」

を
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
市
の
支

援
を
受
け
、
地
区
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
自
分
で
、
そ

し
て
健
康
は
自
分
の
地
域
で
」
と
い
う

こ
と
で
、
次
年
度
以
降
、
各
行
政
区
で

の
取
組
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
、
御
幸
地
区
自
治
協
議
会
の
課

題
解
決
の
た
め
の
理
念
や
方
針
、
将
来

像
を
取
り
ま
と
め
た
「
御
幸
地
区
地
域

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
来
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
る
区
長
へ
の
委
嘱
廃
止
を

契
機
に
、
そ
し
て
「
地
域
計
画
」
を
実

現
す
る
た
め
、
現
在
、
自
治
協
議
会
を

構
成
す
る
組
織
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
徴
的
な
部
会

と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
部
会
」
の
新
設

を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
部
会
で
は
御

幸
地
区
に
つ
い
て
多
い
に
議
論
し
、
将

来
の
御
幸
地
区
を
考
え
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

地
区
の
目
標
「
地
域
の
魅
力
と
絆
で

老
若
男
女
が
活
き
活
き
す
る
ま
ち 

御

幸
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。 

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

                               

「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

 

御
幸
地
区
自
治
協
議
会
の

紹
介 

～
全
11
の
自
治
協
議
会
が
地
区
を
紹
介
～ 

 

（№７） 

▲寺子屋で他学年の児童と一緒に

机に向かう 

▲佐藤会長（中央）と事務局のみなさん 



                                

        

私
達
の
千
年
地
区
自
治
協
議
会
は
、

千
年
地
区
20
の
行
政
区
に
１
，
７
５
１

世
帯
、
人
口
４
，
８
８
１
人
が
居
住
し
、

高
齢
化
率
２
７
・
８
％
で
す
。 

 

千
年
地
区
に
は
全
国
で
も
有
名
な
日

岡
古
墳
や
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の
月

岡
古
墳
出
土
品
等
が
あ
り
ま
す
。 

北
側
に
流
れ
る
筑
後
川
は
川
底
低
く
、

こ
の
地
の
田
畑
は
干
ば
つ
等
で
農
作
物

が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
農
民
の
苦

し
む
姿
を
見
て
五
人
の
庄
屋
は
水
路
の

計
画
を
進
め
、
寛
文
初
年
に
命
を
懸
け

て
農
民
と
と
も
に
、
水
路
工
事
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
現
在
も
新
川
（
南
幹
線
・

北
幹
線
）
の
水
路
に
は
満
々
と
水
が
流

れ
肥
沃
な
土
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
千
年
地
区
に
は
い
ろ

ん
な
文
化
財
や
史
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
度
先
人
の
史
跡
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。 

 

千
年
地
区
自
治
協
議
会
の
組
織
は
、

地
域
づ
く
り
部
会
・
健
康
福
祉
部
会
・

社
会
教
育
部
会
の
３
つ
の
部
会
が
あ
り
、

12
の
部
等
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。 

       

こ
の
自
治
協
議
会
の
会
員
は
千
年
地

区
に
居
住
さ
れ
て
い
る
全
世
帯
が
会
員

で
す
。 

        

う
き
は
市
で
は
「
市
民
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ

く
る
」
こ
と
を
基
本
に
自
助
・
互
助
・

公
助
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
お
互

い
を
補
完
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
課
題

の
解
決
に
あ
た
る
こ
と
が
「
協
働
」
の

基
本
と
な
り
ま
す
。 

《
自
助
》
個
人
や
家
族
に
よ
る
支
え
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
。 

《
互
助
》
地
域
社
会
に
お
け
る
相
互
扶

助
。
隣
近
所
や
友
人
・
知
人
と
互
い
に

支
え
合
い
・
助
け
合
う
。 

《
公
助
》
公
的
制
度
と
し
て
の
保
護
・

福
祉
・
医
療
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。
行

政
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

行
政
が
し
っ
か
り
と
行
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
、
課
題
解
決
の
た
め
、

自
治
協
議
会
が
発
足
し
、
三
年
を
迎
え

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
住
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
自
治
協
議
会
の
内
容
を
ご
理
解
い

た
だ
け
て
い
な
い
方
も
お
ら
れ
る
よ
う

で
す
。 

 

千
年
地
区
で
も
、
昨
年
、
千
年
地
区

自
治
協
議
会 

で
「
地
域
計
画
」
が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
防
犯
及
び

防
災
、
高
齢
社
会
等
の
福
祉
及
び
健
康

増
進
、
青
少
年
の
育
成
等
々
幾
つ
も
の

課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
住
民
の
皆

様
と
一
緒
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

       

 

     

「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

 

千
年
地
区
自
治
協
議
会
の

紹
介 

～
全
11
の
自
治
協
議
会
が
地
区
を
紹
介
～ 

 

（№８） 

▲須山会長（右）と 

林事務局長 

11月は児童虐待防止推進月間 

児童虐待は、どこにでも起こりうることであり、社会全体で解決すべき問題です。日ごろから子ども

たちに関心を持ち、虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときやご自身が出産や子育てに悩んだと

きには、市の窓口や児童相談所に連絡してください。 

■連絡先 「虐待かな？」と感じることがあればご連絡ください。 

・うきは市福祉事務所子育て支援係 ℡75-4961 

・福岡県久留米児童相談所 ℡0942-32-4458 

■相談・通告 

※虐待の相談・通告は、匿名でできます。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。 

★家庭児童相談もご利用ください。 

★家庭児童相談員が家庭での心配事・悩み事の相談に随時応じています。 

家庭児童相談専用電話（月～金 9 時～17 時）℡0943-73-9151 

UC000536
テキストボックス



                                
 

         

吉
井
地
区
自
治
協
議
会
は
、
吉
井
小

学
校
区
を
基
盤
と
し
23
の
行
政
区
（
１

６
４
０
世
帯
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
地
区
内
に
は
、
内
外
に
広
く
知
ら

れ
た
白
壁
づ
く
り
の
建
造
物
（
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
指
定
）
が
立
ち
並

び
、
閑
静
な
佇
ま
い
が
漂
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
26
年
の
自
治
協
議
会
発
足
以

来
、「
住
民
が
集
い
、
支
え
合
い
、
協
力

し
合
う
地
域
」
を
目
指
し
様
々
な
活
動

を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
中
で
も
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
作
り

の
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
健
康

麻
雀
教
室
」
は
、
う
き
は
市
全
域
に
参

加
者
を
募
り
、
現
在
50
名
の
在
籍
者
を

数
え
る
ま
で
に
な
る
な
ど
、
大
変
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
に

続
い
て
今
年
も
２
名
の
方
が
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
（
全
国
福
祉
祭
）
に
県
代
表
と

し
て
出
場
さ
れ
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
憩
い

の
場
吉
井
」
を
開
設
し
、
住
民
の
皆
様

が
気
軽
に
立
ち
寄
ら
れ
、
お
話
を
さ
れ

た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ま
れ
た
り
し

て
い
た
だ
く
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
。 

 

 

            

 

      

公
民
館
時
代
か
ら
引
き
続
き
行
っ
て

い
る
「
通
学
合
宿
事
業
」
や
「
鯉
の
ぼ

り
飾
り
付
け
事
業
」
等
も
皆
様
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
加
味
し

て
今
後
な
お
一
層
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
大
い
に
張
り
き
っ

て
お
り
ま
す
。 

吉
井
地
区
自
治
協
議
会
は
現
在
３
つ

の
部
会
と
６
つ
の
専
門
委
員
会
で
組
織

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
合
わ

せ
て
18
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の

ご
協
力
と
、
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。 

●
こ
の
ペ
ー
ジ
の
問
合
せ 

市
民
協
働

推
進
課 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７

５
～
４
９
８
２ 

             
 
 

自治協議会 

の「１コマ」 

「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

 

吉
井
地
区
自
治
協
議
会
の

紹
介 

～
全
11
の
自
治
協
議
会
が
地
区
を
紹
介
～ 

 

（№９） 

▲白壁の街並みをカラフルな鯉のぼり

が泳ぐ「鯉のぼり飾り付け事業」 

▲加藤会長（中央）と事務局のみなさん 

10
月
29
日
、
30
日
に
開
催
さ
れ
た

「
う
き
は
祭
り
」
に
御
幸
、
千
年
、
山

春
の
３
自
治
協
議
会
が
参
加
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ホ
ル
モ
ン
焼
き
、
さ

と
う
き
び
か
ら
作
っ
た
黒
砂
糖
、
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
販
売
し
地
域
の
食

文
化
や
特
産
物
を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。 

山春産の牛乳、果物やお茶をたっぷり使

用したソフトクリームなどを販売した山

春地区自治協議会のブース 



                                

         

福
富
地
区
は
、
Ｊ
Ｒ
久
大
線
以
南
に

位
置
し
（
北
側
に
も
一
部
あ
り
）
、
15
行

政
区
の
な
か
に
約
４
，
１
０
０
名
が
生

活
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
区
に
は
、
古
墳
時
代
後
期
（
６

世
紀
）
に
造
ら
れ
た
古
墳
が
多
数
残
っ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
国
の
指
定
史
跡

「
珍め

ず

敷ら
し

塚づ
か

古
墳
」
は
壁
画
に
特
徴
が
あ

り
、
古
墳
時
代
の
信
仰
や
思
想
の
一
端

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
史
跡
で
す
。 

地
形
は
耳
納
山
麓
と
、
そ
こ
か
ら
広

が
る
田
園
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
柿
を

中
心
と
す
る
果
樹
園
芸
が
盛
ん
な
、
水

と
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

居
住
地
域
は
、
耳
納
山
麓
沿
い
の
以

前
か
ら
の
住
宅
地
と
、
北
部
を
中
心
と

し
た
新
興
住
宅
地
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
比
較
的
高
齢
者
が
多
い
地

域
と
若
い
世
代
が
多
い
地
域
と
の
違
い

に
も
つ
な
が
り
、
住
民
意
識
の
違
い
に

も
少
し
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

  

         

 

         

こ
の
よ
う
な
中
、
福
富
地
区
に
は
少

子
高
齢
化
・
核
家
族
化
に
伴
う
課
題
、

さ
ら
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
や
、
地

域
文
化
の
継
承
、
あ
る
い
は
地
域
振
興

及
び
住
民
交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
来
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し

て
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
具
体
的

な
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

             

「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

 

福
富
地
区
自
治
協
議
会
の

紹
介 

～
全
11
の
自
治
協
議
会
が
地
区
を
紹
介
～ 

 

（№10） 

▲古賀会長（左から 2 人目）と副会長、

事務局のみなさん 

▲県道沿い約 4 キロを真っ赤なサルビ

アが彩る「サルビア展示」 

認知症カフェの開催 
～認知症カフェでのんびり過ごしませんか～ 

今月は「クリスマス会」です。グループホーム三春 スタッフによる 「ミニクリスマスコンサート」

も致します。クリスマスのメロディーにあわせ、フルートやサックス、ピアノ演奏を予定しています。

ケーキと飲み物も用意してお待ちしています。どなたでもご参加ください。 

■日時 12 月 24 日（土）13 時～  ■参加費 100 円（ケーキと飲み物付き） 

■場所 オレンジカフェ三春（グループホーム三春別館多目的ホール  ℡77-1300） 

■次回 平成 29 年 1 月 28 日（土）（毎月第 4 土曜日） 

●問合せ うきは市地域包括支援センター ℡75-4105 

うきは市では認知症の人の意志が尊重され、出来る限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける

ことが出来るよう、社会全体で認知症の人びとを支えていく地域づくり「認知症の人にやさしいまち、

うきは」を目指しています。 

 

UC000536
テキストボックス



                                

        

五
庄
屋
の
ふ
る
さ
と
「
江
南
」 

 

江
南
は
今
か
ら
３
５
０
年
程
前
、
干

ば
つ
に
苦
し
む
農
民
を
救
お
う
と
、
身

代
を
賭
し
て
立
ち
上
が
り
、
大
石
・
長

野
水
道
を
開
削
し
た
五
庄
屋
の
生
誕
し

た
地
で
す
。 

そ
の
恩
恵
を
受
け
、
米
・
麦
・
ト
マ

ト
・
花
卉

か

き

の
栽
培
が
盛
ん
な
豊
か
な
田

園
地
帯
で
は
あ
り
ま
す
が
、
近
年
、
全

国
的
な
流
れ
で
あ
る
少
子
高
齢
化
・
核

家
族
化
が
非
常
な
勢
い
で
進
ん
で
い
る

地
で
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
地
域
の
目
標
で
あ

る
［
安
全
・
安
心
、
笑
顔
で
つ
な
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
］
を
目
指
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
の
和
を
大
事
に
す
る
た
め
、
ふ

れ
あ
い
交
流
活
動
で
あ
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
講
演
会
等
、
ま

た
、
今
年
か
ら
は
ゴ
ル
フ
大
会
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
地
域
一
体
と
な

っ
た
も
の
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

         

 

         

  

そ
の
他
に
も
、
公
民
館
の
時
か
ら
続

け
て
い
る
各
種
講
座
（
太
極
拳
・
男
の

料
理
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・

季
節
の
料
理
・
吟
詠
教
室
等
）
を
開
講

し
て
い
ま
す
し
、
他
の
新
規
の
講
座
等

も
取
り
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。 

今
、
当
面
す
る
課
題
と
し
て
は
、
市

の
区
長
委
嘱
の
廃
止
が
な
さ
れ
ま
す
が
、

今
ま
で
以
上
に
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
行
政
区
役
員
を
含
め
た
皆
さ
ん
が
、

自
治
協
議
会
に
参
加
し
や
す
い
よ
う
な

組
織
体
制
を
作
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な 

い
と
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

何
事
に
も
誠
意
を
も
っ
て
事
に
当
た

り
そ
れ
を
貫
い
て
い
く
と
い
う
五
庄
屋

の
精
神
、
小
学
校
の
校
訓
で
も
あ
る

「
至
誠

し

せ

い

一
貫

い
っ
か
ん

」
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
名
称
も
［
至
誠
館

し

せ

い

か

ん

］
で
あ
り
ま
す

が
、「
至
誠
一
貫
」
の
心
で
、
明
る
い
・

住
み
よ
い
・
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 ●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

             

「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

 

江
南
地
区
自
治
協
議
会
の

紹
介 

～
全
11
の
自
治
協
議
会
が
地
区
を
紹
介
～ 

 

（№11） ▲國武会長（中央）と事務局のみなさん 

平成 28 年度スポーツフェスタ・ふくおか 

第 59回福岡県民体育大会 

夏季大会（水泳競技）の成績 
 

8 月 21 日（日）に開催された大会で、うきは市の代

表として参加した選手の皆さまが、右表のとおり上位

入賞されましたので掲載します。 

※なお、同種目内に年齢の区分があるため、同じ種目

名で同率順位のものがあります。 

種目 順位 氏名 タイム

少年の部男子50m平泳ぎ 1位 馬田　楽大 37.53秒

少年の部男子50m自由形 3位 田中　友規 34.33秒

少年の部女子50m平泳ぎ 3位 大場　星 37.20秒

一般の部男子50m平泳ぎ 2位 馬田　和洋 36.97秒

一般の部男子50m平泳ぎ 2位 国武　直樹 40.82秒

一般の部男子50m自由形 3位 大場　研治 29.00秒

一般の部女子50m平泳ぎ 1位 出利葉　妙 45.53秒

一般の部女子50m平泳ぎ 1位 大山　理恵 46.20秒

UC000536
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